
開催期間

平成 31 年 4 月 8 日（月）～ 4月 26 日（金）

埋もれた大宮びとの横顔
―薬・まじない・庄園の木簡

埋もれた大宮びとの横顔
―薬・まじない・庄園の木簡

埋もれた大宮びとの横顔
―薬・まじない・庄園の木簡

埋
も
れ
た
大
宮
び
と
の
横
顔 

―
薬
・
ま
じ
な
い
・
庄
園
の
木
簡

　

藤
原
宮
跡
か
ら
は
、
現
在
一
万
六
〇
〇
〇
点
余
り
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
都
城
発
掘
調
査

部
史
料
研
究
室
は
、
今
年
一
月
に
『
藤
原
宮
木
簡
四
』
を
刊
行
し
、
宮
の
西
半
部
か
ら
出
土
し
た
木

簡
五
二
九
点
（
う
ち
削
屑
四
三
三
点
）
の
報
告
を
終
え
ま
し
た
。
今
回
の
展
示
は
、
こ
の
報
告
書
の
刊

行
に
ち
な
ん
で
企
画
し
た
も
の
で
、
報
告
書
に
掲
載
し
た
な
か
か
ら
二
一
点
の
木
簡
を
厳
選
し
、
出

土
当
時
の
姿
を
伝
え
る
保
存
処
理
前
の
状
態
で
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　

展
示
す
る
木
簡
は
、
藤
原
宮
の
時
代
に
用
い
ら
れ
た
薬
に
か
か
わ
る
木
簡
（
1
～
18
）
、
藤
原
宮
造

営
期
に
属
す
る
と
み
ら
れ
る
ま
じ
な
い
の
符
号
を
記
し
た
呪
符
（
19
）
、
藤
原
宮
の
跡
地
に
営
ま
れ
た

庄
園
で
平
安
時
代
初
頭
に
作
成
さ
れ
た
大
型
の
帳
簿
（
20
・
21
）で
す
。

　

古
代
に
は
薬
は
貴
重
品
で
、
国
家
に
よ
り
独
占
的
に
集
積
し
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
薬
を
支
給

し
た
と
き
の
木
簡
、
貢
納
し
た
と
き
の
荷
札
、
保
管
し
た
と
き
の
付
札
は
、
薬
の
管
理
が
大
宝
令
施

行
以
前
の
時
期
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
資
料
と
い
え
ま
す
。
こ
う
し
た
医
療

行
為
に
加
え
て
、
都
市
生
活
の
安
寧
や
人
々
の
祈
り
に
は
、
ま
じ
な
い
が
な
お
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

平
城
京
へ
の
遷
都
か
ら
百
年
の
後
、
藤
原
宮
の
故
地
は
庄
園
へ
と
変
化
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
庄

で
綴
ら
れ
た
大
型
の
木
簡
は
、
史
料
の
乏
し
い
平
安
時
代
初
期
の
庄
園
経
営
の
実
態
が
う
か
が
わ
れ

る
、
た
ぐ
い
稀
な
る
資
料
で
す
。

　

こ
の
展
示
を
通
し
て
、
藤
原
宮
の
時
代
に
生
き
た
大
宮
び
と
の
生
活
や
信
仰
、
宮
廃
絶
後
に
営
ま

れ
た
庄
園
の
姿
を
、
木
簡
と
い
う
「
生
」
の
資
料
か
ら
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

表　展示木簡にみえる薬

※ 1 本草和名の万葉仮名表記はカタカナに改めた。

※ 2 薬理は、時代とともに期待される効能が異な
ることもあり、参考までに掲げた。

例　

言

一
、
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
藤
原
宮
跡
資
料
室
で
お
こ
な
う
企
画
展
示
「
埋
も
れ
た
大
宮
び
と
の
横
顔
―
薬
・
ま

じ
な
い
・
庄
園
の
木
簡
」
に
ち
な
ん
で
作
成
し
ま
し
た
。（
会
期　

平
成
三
十
一
年
四
月
八
日
（
月
）
～
四
月
二
十
六

日
（
金
）
）

一
、
木
簡
の
保
全
に
万
全
を
期
す
た
め
、
会
期
中
展
示
替
え
を
お
こ
な
い
ま
す
。

一
、
木
簡
の
写
真
は
、
原
寸
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
縮
小
し
て
掲
載
し
ま
し
た
（
19
の
み
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
。
写

真
下
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
今
回
の
展
示
に
お
け
る
通
し
番
号
を
示
し
ま
す
。

一
、
1
～
18
は
藤
原
宮
西
面
内
濠
Ｓ
Ｄ
一
四
〇
〇
（
第
五
八
‐
一
次
調
査
）
か
ら
、
19
は
西
方
官
衙
南
地
区
の
井
戸

Ｓ
Ｅ
八
四
三
一
（
第
七
九
次
調
査
）
か
ら
、
20
・
21
は
藤
原
宮
西
北
隅
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
三
四
〇
〇
（
第
三
六
次
調
査
）

か
ら
出
土
し
ま
し
た
。

一
、
編
集
は
都
城
発
掘
調
査
部
史
料
研
究
室
が
、
写
真
は
企
画
調
整
部
写
真
室
が
担
当
し
ま
し
た
。

「
埋
も
れ
た
大
宮
び
と
の
横
顔

　
　
　

―
薬
・
ま
じ
な
い
・
庄
園
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

編　

集　

奈
良
文
化
財
研
究
所
都
城
発
掘
調
査
部

　
　
　
　

（
飛
鳥
・
藤
原
地
区
）
史
料
研
究
室

印　

刷　

天
理
時
報
社

平
成
三
十
一
年
四
月
八
日
発
行

表
紙
は
木
簡
出
土
地
の
付
近
現
況
（
南
か
ら
）と
庄
園
の
木
簡
（
20
・
21
）
。
左
奥
に
み
え
る
円
錐
形
の
独
立
峰
が
耳
成
山
。
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石
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曽
弥 

所
賜　
　

忽
生
地
黄

无
耶
志
国
薬
桔
梗
卅
斤

无
耶
志
国
薬
烏

(

表)

伊
看
我
評

(

裏)

当
帰
五
斤

(
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黒
石
英
十
一

(
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人
参
十
斤

当
帰
十
斤

知
苺
五
斤

根
六
斤

夜
干｢

十｣

斤

独
活
十
斤

人
参
十
斤

杜
仲
十
斤

桃
人
七
升

白
朮
四

　

茄
十
斤

(

表)

伊
看
我
評

(

裏)　

  

窮
八
斤
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其
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２
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鬼
小
（
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今

　

流
黄
一　
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